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2019 年 10 月期第 2 四半期（累計）及び 
通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 当社は、2019 年 5 月 29 日付の取締役会書面決議に基づき、2018 年 12 月 6 日に公表いたしま

した 2019 年 10 月期第 2 四半期（累計）及び通期業績予想について、下記のとおり修正すること

としましたのでお知らせいたします。 
 

記 

1.業績予想の修正について 

2019 年 10 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2018 年 11 月 1 日～2019 年 4 月 30 日） 

                        (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（A） 17,000 76 51 8 0.66

今回修正予想（B） 16,884 317 292 118 9.77

増減額（B－A） △115 241 241 110  

増減率（％） △0.7      317.6        473.5 ―  

(ご参考)前期実績 
(2018 年 10 月期) 

16,390 △448 △474 △902 △74.72

 
2019年10月期通期連結業績予想数値の修正（2018年11月1日～2019年10月31日）   

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（A） 32,800 264 213 48 3.97

今回修正予想（B） 32,272 590 532 328 27.19

増減額（B－A） △527 326 319 280  

増減率（％） △1.6     123.6    150.2     584.6  

(ご参考)前期実績 
(2018 年 10 月期) 

32,257 △1,132 △1,199 △1,384 △114.56

 

 



 

2019 年 10 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2018 年 11 月 1 日～2019 年 4 月 30 日） 

                    (単位：百万円)        

 売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当

期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（A） 16,600 71 30 2.48

今回修正予想（B） 16,543 300 127 10.55

増減額（B－A） △56 229 97  

増減率（％） △0.3       323.5       324.8  

(ご参考)前期実績 
(2018 年 10 月期) 

15,970 △455 △883 △73.09

 
2019年10月期通期個別業績予想数値の修正（2018年11月1日～2019年10月31日）   

(単位：百万円)        

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（A） 32,100 200 40 3.31

今回修正予想（B） 31,564 528 327 27.10

増減額（B－A） △535 328 287  

増減率（％） △1.7       164.4       718.7  

(ご参考)前期実績 
(2018 年 10 月期) 

31,482 △1,201 △1,386 △114.76

 
 
２．業績予想修正の理由 

当社グループの主軸である蔦屋書店事業において、主力商品であります書籍と特撰雑貨・文具の

売上高が好調であり、売上高はほぼ当初計画通りの見通しです。 
利益面におきましては、当期取り組みをしております粗利の改善や販促の見直し、セルフＰＯＳ

導入等店舗運営効率化による販管費の改善を着実に進めることができたことで大きく好転、営業利

益、経常利益及び当期純利益とも前回予想を上回る見通しとなりました。 
第 3 四半期以降も引き続き、粗利の改善や運営力の強化により大幅な収益の改善に努め、店舗運

営の抜本的な見直しを行ってまいります。 
 
 
（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は 

今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 
 

以上 


